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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一の導体を用いて非同期データとリファレンス周波数を同時に伝送するシステムであ
って、
　当該単一の導体の第１の端部に接続された第１のユニットであって、当該第１のユニッ
トは２相符号を取り扱うことができ、非同期データは、基本周波数としてｆ０を使用し、
基本周波数の倍数としてｆ１を使用しており、当該リファレンス周波数はｆ２で表され、
周波数ｆ２は周波数ｆ０のサブハーモニックであり、周波数ｆ２に２相符号化データを重
畳するユニットと、
　前記１つの導体の第２の端部に接続された第２のユニットであって、２相符号化された
データから前記周波数ｆ２を抽出することができるユニットとを具備するシステム。
【請求項２】
　前記非同期データはメッセージの送信時間に関する絶対時刻情報を有する請求項１に記
載のシステム。
【請求項３】
　前記第２のユニットは前記２相符号化されたデータの前記周波数ｆ２のエッジを検出す
ることができる請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記第２のユニットは前記周波数ｆ２の複数のエッジを検出し、当該リファレンス周波
数を表す周期的信号を発生させる請求項１に記載のシステム。
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【請求項５】
　前記第２のユニットは前記リファレンス周波数の位相復元を行い、リファレンス周波数
を抽出することができる請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記第１のユニットは符号侵害シンボルを使用して前記リファレンス周波数の位相を復
元することができる請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記非同期データのリーディングエッジは、前記リファレンス周波数のレベルの過渡変
化と位置がそろっている請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第１のユニットが一定時間の間リファレンス周波数の伝送を中断することができ、
前記第２のユニットは該一定時間の間リファレンス周波数が存在しないことに応答して信
号を発生することができる請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記単一の導体は無線基地局内のユニット間のインターフェースを含む請求項１に記載
のシステム。
【請求項１０】
　第１のユニットから第２のユニットに単一の導体を通じて非同期データとリファレンス
周波数とを同時に伝送する方法であって、
　前記非同期データを、基本周波数としてｆ０を使用し、基本周波数の倍数としてｆ１を
使用して２相符号化する過程と、
　前記リファレンス周波数を、前記周波数ｆ０のサブハーモニックである周波数ｆ２によ
ってあらわす過程と、
　２相符号化されたデータと周波数ｆ２とを重畳する過程とを含む方法。
【請求項１１】
　前記非同期データはメッセージの送信時間に関する絶対時刻情報を有する請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のユニットは前記２相符号化されたデータの前記周波数ｆ２のエッジを検出す
ることができる請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記検出する過程は、
　前記周波数ｆ２の複数のエッジを検出する過程と、
　当該リファレンス周波数を表す周期的信号を発生させる過程を含む請求項１０に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記リファレンス周波数の位相復元を行う過程と、
　リファレンス周波数を抽出する過程とを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　符号侵害シンボルを使用して前記リファレンス周波数の位相を復元する過程を含む請求
項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記非同期データのリーディングエッジは、前記リファレンス周波数のレベルの過渡変
化とそろっている請求項１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の属する技術分野
本発明は全般的には電気通信分野に関し、特に、ユニット間のデジタルインターフェース
で信号を組み合わせる方法に関する。
【０００２】
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関連技術の記載
たとえば移動体通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）のようなデジタルセルラー通
信システムでは、分散無線基地局（ＲＢＳ）は、共通機能（ＣＦ）とベースバンドデジタ
ル信号処理（ＢＢ　ＤＳＰ）コンポーネントを１つのユニットに、無線送受信コンポーネ
ントを１つ以上の個別の無線ユニットに構成することができる。基本的には、無線ユニッ
トは、そのカバー領域が対応するアンテナの位置と方向によって決まるので、位置依存性
を有する。一方、ＣＦ／ＢＢ　ＤＳＰユニットは、位置によらず、単一のＣＦ／ＢＢ　Ｄ
ＳＰ「プール」ユニットが多くの異なる無線ユニット、したがって多くのセルにサービス
を提供することができる。典型的な場合には、そのような無線ユニットはマルチキャリア
無線である。
【０００３】
別な場合は、１つのＣＦユニットと複数の分離した無線装置（ＴＲＸ）を有する、無線装
置に基づくＲＢＳ構成を使用することができる。これらのＲＢＳ構成の場合はいずれの場
合にも、対応するユニットのＣＦの部分は、搬送ネットワーク（たとえばＡｂｉｓ）とＴ
ＲＸ又は無線ユニットの間の切り替えを行う。また、ＣＦユニットは、搬送ネットワーク
の周波数（又は他のリファレンス周波数）にロックされたリファレンス発振器と、時間を
連絡するリファレンスクロックを具備する。ＴＲＸ又は無線ユニットのＲＦコンポーネン
トが使用するキャリア周波数はリファレンス発振器からえられたもので、送信と受信の開
始時間はリファレンスクロック時間に基づくものである。
【０００４】
いずれにしても、デジタルインターフェースはＣＦ／ＢＢ　ＤＳＰユニットと無線ユニッ
ト（「プール」システム）、または、ＣＦユニットと対応するＲＢＳのＴＲＸ（無線シス
テムの場合）を接続するために必要である。典型的な場合には、この種のデジタルインタ
ーフェースは４つのそれぞれ独立な情報を搬送する必要がある。それらは、同期データ、
リファレンス周波数情報、絶対時刻情報、およびリセット情報である。
【０００５】
基本的には、非同期データは、ＢＢ　ＤＳＰユニットが別のユニットに伝達する、バース
トと送信される実際のデータの制御情報である。周波数リファレンス情報は、たとえば、
送信インターフェース信号の周波数をフィルタ除去することによって作成することができ
る。しかし、周波数リファレンスは無線ユニットまたはＴＲＸのＲＦ搬送波を作成するた
めに使用されるので、リファレンス周波数に課せられた精度は非常に高度である。たとえ
ば、ＧＳＭ技術仕様は、どのような搬送波もリファレンス発振器周波数から５０ｐｐｂ以
上偏差を生じてはならないと定めている。絶対時刻情報は、無線送信とＢＢ　ＤＳＰコン
ポーネントの時間が同一であることを確保するために使用される。複数の無線ユニットを
有するＲＢＳでは、異なる無線ユニットが同じ時間を使用することが基本である。従って
、ＧＳＭ技術使用は、どの２つの送受信機／無線ユニットの時間ずれも９１５ｎｓを越え
てはならないと規定している。最後に、搬送されるリセット情報は、たとえば、何らかの
理由でソフトウエアがロックしてしまったときに無線コンポーネントを「リセット」する
ことが必要なので、これもまた重要である。
【０００６】
セルラーＲＢＳにおけるCＦ／ＢＢ　ＤＳＰユニットと無線ユニット（またはＣＦユニッ
トとＴＲＸ）との間のデジタルインターフェースの設計に関する重要な問題は、ユニット
間のワイヤ（あるいは光伝送路）の数をいかにして削減するかである。インターフェース
ワイヤ（または光伝送路）の数を最小限に抑えなければならないことについては幾つかの
理由がある。たとえば、ユニットにおける電気的または光コネクタは非常に多くの場所を
占有する。又、ユニットの入出力位置での集積回路（たとえばＡＳＩＣ）とのピン接続の
数は制限されている。さらに、比較的長距離の場合は（ユニット間のワイヤまたは光導電
線は数百メートルになる場合がある）、通信メディアのコストは非常に高い（特に光ファ
イバの場合）。デジタルインターフェースにおいて導体の数を削減することによる利益は
、ＲＢＳの消費電力の低減を伴なうのが典型的である。デジタルインターフェース中のコ
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ンダクタの数を最小に維持することの別の利点は、モデムと送受信機のコストが低減され
ることである。
【０００７】
通常の運転状態では、非同期データ、リファレンス周波数、タイミングとリセット情報を
搬送するためには別のインターフェースが使用される。したがって、ＲＢＳユニット間の
デジタルインターフェースが搬送しなければならない信号をなるべく少なくさせるという
設計要求があるにもかかわらず、実際のシステムでは、デジタルインターフェースは、同
期データに加えて、周波数リファレンスと時間リファレンスを搬送しなければならない。
上述のように、これらのリファレンス信号に関しては、極めて厳格な精度と解像度要求が
課せられている。さらに、周波数リファレンス信号を搬送する同期デジタルインターフェ
ースは存在しない。
【０００８】
上述のように、時間リファレンスは、ＲＢＳ信号処理コンポーネントが、正しい時刻にバ
ーストを送信するために使用されている。実際は、移動体位置特定の場合には（たとえば
、セルラーネットワーク内の移動局の位置を決定する場合）、タイミングリファレンスに
課せられた正確性の要求はきわめて厳格である（偏差が１００ｎｓ未満）。
【０００９】
デジタルインターフェース上を搬送されるリセット信号は、必要に応じて（たとえばソフ
トウエアのロックアップが起きたとき）、ＲＢＳのコンポーネントをリセットする信号を
出力する単純なアナログ回路が受信して解釈することができるように設計されている必要
がある。換言すれば、アプリケーションに特化した集積回路（ＡＳＩＣ）やその他の回路
がソフトウエアのロックアップの後にＲＢＳユニットの作動を再起動するために使用され
るなら、ＡＳＩＣをリセットする単純なアナログ回路の作動はＡＳＩＣ（又はその他の回
路）の作動から独立したものでなければならない。したがって、現在のＲＢＳは別のコン
ダクタを追加しない限り、そのような機能を有してはいない。しかし、以下に詳細に説明
するように、本発明はこの問題を解決することに成功したものである。
【００１０】
発明の要旨
本発明によって、デジタルインターフェースを介して伝達される信号を組み合わせる方法
が提供される。本発明の１つの実施例に拠れば、周波数のサブハーモニックに非同期デー
タを重畳する。サブハーモニックはデジタルインターフェースを通してリファレンス周波
数を搬送するために使用することができる。リファレンス周波数は、たとえば、無線また
は送受信ユニットにおいて搬送波周波数を作成するために使用することができる。本発明
の第２の実施例に拠れば、マスター回路からスレーブ回路に対してデジタルインターフェ
ースを介してリファレンス時刻を搬送するために、時刻スタンプアルゴリズムが使用され
る。マスター回路とスレーブ回路との間の伝送遅延が測定される。マスター回路は、スレ
ーブ回路に対して、修正メッセージが送信された時刻と伝送遅延に基づいて時刻修正メッ
セージを送信する。本発明の第３の実施例に拠れば、無線送受信ユニットをリセットする
リセット信号が、第１の実施例から所定時間だけリファレンス周波数を送信しないことに
よってデジタルインターフェースを介して送信される。リファレンス周波数が無いことを
認識し、受信側でリセット処理を開始するために、受信側でローパスフィルタまたはウォ
ッチドッグ回路を使用することができる。
【００１１】
本発明の重要な技術的利点は、デジタルインターフェースの導線の数を削減することがで
きることである。
【００１２】
本発明の別の技術的は利点は、デジタルインターフェースで使用する導線の数を最小限に
することによって、装置の消費電力を最小化することができることである。
【００１３】
本発明のさらに別の技術的な利点は、デジタルインターフェースの導線の数を最小化する
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ことによって、装置が必要とする空間を最小限にすることができることである。
【００１４】
本発明のさらに別の重要な技術的利点は、デジタルインターフェースで使用する導線の数
を最小化することによって、装置が必要とする集積回路ピンの数が最小になることである
。
【００１５】
本発明にさらに別の技術的な利点は、デジタルインターフェースに関して、より単純な集
積回路構成が提供されること、１つの導体上で非同期データとリファレンス周波数を同時
に搬送できること、１つの銅体を使用して高精度のリファレンス時刻を搬送できること、
直流の影響を受けない変調信号を搬送できること、および、リセット情報、非同期データ
とリファレンス周波数を１つの導体によって同時に搬送できることである。
【００１６】
本発明の装置と方法とは、添付の図面を参照する発明の詳細な説明によって完全に理解す
ることができるはずである。
【００１７】
実施例の詳細な説明
本発明の好ましい実施例とそれらの利点は、複数の図面を通じて同一および類似の部分に
は同じリファレンス番号を付番した図１ないし７によって最もよく理解される。
【００１８】
本発明は、基本的に、デジタルインターフェースを介して搬送される信号を組み合わせる
方法を提供する。本発明の１つの実施例に拠れば、周波数のサブハーモニックに非同期デ
ータを重畳する。サブハーモニックはデジタルインターフェースを介してリファレンス周
波数を搬送するために使用することができる。たとえば、リファレンス周波数は、無線ま
たは送受信ユニットで搬送周波数を発生させるために使用することができる。本発明の第
２の実施例では、マスター回路からスレーブ回路にデジタルインターフェースを介してリ
ファレンス時刻を搬送するために、時刻スタンプアルゴリズムが使用される。マスター回
路とスレーブ回路の間の遅延を測定する。マスター回路はスレーブ回路に対して、修正メ
ッセージが送信された時刻と伝送遅延とに基づく時刻修正メッセージを送信する。本発明
の第３の実施例では、無線送受信ユニットをリセットさせるために使用することができる
リセット信号が、第１の実施例のリファレンス周波数を所定の時間だけ除去することによ
ってデジタルインターフェースを介して搬送される。インターフェースの受信器側では、
リファレンス周波数が無いことを認識して、受信側でリセット処理を開始するために、ロ
ーパスフィルタまたはウォッチドッグ回路が使用される。
【００１９】
図１は、本発明の好ましい実施例を実現することができるＲＢＳのＢＢ　ＤＳＰプールタ
イプを示すブロック図である。図示したＲＢＳ１０はたとえばＧＳＭネットワークのよう
なデジタルセルラー通信システムに使用することができる。しかし、本発明は特定の型の
セルラー通信システムに限定されるものではなく、どのようなシステムにおけるユニット
間のデジタルインターフェースにも、特に、インターフェース導線の数を削減することに
利益がある場合に適用することのできるものである。
【００２０】
図１に示したように、ＲＢＳ１０は、ＣＦ／ＢＢ　ＤＳＰユニット１２を含む。ユニット
１２は、ＢＢ　ＤＳＰ部２６が伝送ネットワーク１８からリファレンス周波数を受け取る
ことを補助する機能と、スイッチ２４のスイッチ機能とを含む、制御処理アプリケーショ
ンを実行するプロセッサ（ＣＰＵ）２０をＣＦ部に有する。リファレンス発振器２２は、
対応する無線ユニット１４ａ―ｎのＲＦコンポーネントに伝達されるリファレンス周波数
を発生させる。リファレンス周波数は、基礎となるべきＲＦ搬送波周波数を作成するため
に使用される。複数の信号伝送体（ワイヤおよび／または光ファイバ）から構成されるデ
ジタルインターフェース１６が、ＢＢ　ＤＳＰ部２６から対応する無線ユニット１４ａ―
ｎの間の信号を伝達する。
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【００２１】
図２は、本発明の好ましい実施例に基づいて、デジタルインターフェース１６上をリファ
レンス周波数を搬送するために使用することができる信号フォーマットの例を示すもので
ある。第１に、記載を明瞭にするために、図１に示したデジタルインターフェース１６上
でのデータ伝送に使用することができる電気レイヤのためのプロトコルを記載することは
有意義である。たとえば、非同期データメッセージは、極２位相符号化データ信号を使用
してデジタルインターフェースの導体上を伝送することができる。換言すれば、図２に示
すように、信号値「１」が基本周波数ｆ０としてデジタルインターフェース１６上を搬送
される。信号値「０」は、基本周波数の倍数あるいはｆ１＝２＊ｆ０としてインターフェ
ース上を伝送される。伝送される１ビット（「０」または「１」）の周期は１／ｆ１に等
しく、伝送される信号の位相は常に保持される。
【００２２】
従って、信号値「０」のための全周期は１ビット周期で完了する（たとえば、ビット周期
の冒頭で信号のエッジ３０が発生し、ビット周期の中間でエッジ３２が発生し、さらにビ
ット周期の最後でエッジ３４が発生する）。信号値「１」はビット周期の半分で完了する
（つまり、ビット周期の冒頭でエッジ３４が発生し、ビット周期の最後にエッジ３６が発
生している）。
【００２３】
図３は、本発明の好ましい実施例に基づいて、デジタルインターフェース１６の導体上を
伝送される２位相符号化データにリファレンス周波数を追加する方法を示すものである。
特に、本発明の場合には、基本周波数ｆ０のサブハーモニックを非同期データメッセージ
に重畳する。換言すれば、データメッセージにはその上に重畳されたサブハーモニック周
波数ｆ２、ｆ２＝ｆ０／ｎ、ｎ＞１を有する。データメッセージの開始はサブハーモニッ
ク周波数ｆ２のレベルの過渡変化とそろっている。選択された周波数ｆ０、ｆ１とｆ２に
基づいて、サブハーモニックｆ２を作成することは常に可能である。また、データメッセ
ージの中に、２位相符号化データに対するサブハーモニック周波数からの干渉は存在しな
い。図３に例示した信号のように、周波数ｆ０のサブハーモニックはリファレンス周波数
を搬送するために使用される（太線のレベルの過渡変化）。この場合には、非同期データ
は重畳された第１のサブハーモニック周波数（ｎ＝２）によって示される。好ましくは、
非同期データとリファレンス周波数をデジタルインターフェース１６を介して伝送するた
めに必要な導体は１つのみである。
【００２４】
発明の好ましい実施例の１つの側面によれば、リファレンス周波数は、受信回路（たとえ
ば、ＡＳＩＣ）にリファレンス周波数が重畳されたデータのリファレンス周波数ｆ２のエ
ッジを検出させることで、デジタルインターフェース１６上をデジタル信号に重ねて伝送
することができる。受信回路は次にリファレンス周波数ｆ２を示す矩形波を出力すること
ができる。別な方法としては、受信回路はリファレンス周波数の検出したエッジを「スト
ロボ」信号として出力することもできる。基本的に、この方法は使用されている特定の無
線ユニット１４ａ―ｎが使用している位相ロックループ（ＰＬＬ）回路に依存する。
【００２５】
好ましい実施例の第２の側面では、データメッセージに重畳してリファレンス周波数をデ
ジタルインターフェース１６を通して伝送するために、位相復元器を使用する。好ましい
実施例（図３）に図示したように、メッセージの内容によって、リファレンス周波数ｆ２

の位相は、インターフェースを介した伝送が完了した時点では、そのまま保存されるか１
８０度のシフトを受ける。第２の側面によれば、送信回路（たとえば、ＢＢ　ＤＳＰ２６
のＡＳＩＣ）が常に、位相を、送信されるメッセージに続くビット周期の中間に復元させ
ることで、リファレンス周波数はデータメッセージと共に送信される。受信回路（たとえ
ば、無線ユニット１４ａ―ｎのＡＳＩＣ）は、位相復元器の信号（図４Ｄに示す）を、伝
送ライン上の外乱と解釈する。このように伝送された「違法」信号レベルの過渡変化は、
符号侵害シンボルと呼ばれる。しかし、この位相復元器を使用した方法の利点は、ローパ
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スフィルタ５４（図５に示す）を使用することによって、リファレンス周波数ｆ２を簡単
に抽出できることである。たとえば、使用するローパスフィルタは通常のＰＬＬ回路で使
用されているローパスフィルタである。
【００２６】
図６は、本発明を実現するために使用することができる時刻スタンプアルゴリズムを示す
フロー図である。図５はこの点から本発明を説明するために使用することができる。絶対
時刻はマスター回路（たとえば、ＢＢ　ＤＳＰのＡＳＩＣ）からデジタルインターフェー
ス１６を介してスレーブ回路（たとえば、無線ユニット１４ａ―ｎのＡＳＩＣ）に、この
アルゴリズム１００を使用して伝送することができる。第１に、マスターとスレーブ回路
（５０，５２）の間の伝送遅延を測定する。データ送信の返送で同一位相を使用すると仮
定することができる。ステップ１０２では、マスター回路５０がデジタルインターフェー
ス１６を介して、メッセージが送信された正確な時刻に関する情報（たとえば、第１のビ
ット周期の開始時のエッジの時刻）を含むメッセージを送信する。ステップ１０４では、
スレーブ回路５２が、マスター回路５０からメッセージを受け取った正確な時刻を決定す
る（たとえば、第１のビット周期の開始時のエッジの時刻）。ステップ１０６では、スレ
ーブ回路５２は、デジタルインターフェース１６を介して、以下の３つの情報、受信した
メッセージから抽出した時刻（ステップ１０２の送信時刻）、当該メッセージが取り出さ
れた時刻（ステップ１０４から）、および当該メッセージが送信された正確な時刻（ステ
ップ１０６）を含むメッセージをデジタルインターフェース１６を介して送信する。ステ
ップ１０８で、マスター回路５０は、ステップ１０６で送信されたメッセージを受信した
正確な時刻を決定する。ステップ１１０で、メッセージから得られた情報とステップ１０
８で決定された時刻を使用して、マスター回路５０は伝送遅延（デジタルインターフェー
ス１６を介した）を計算する。ステップ１１２で、適切なルートを使用して、マスター回
路５０はデジタルインターフェース１６を介してスレーブ回路５２に時刻修正メッセージ
を送信する。このメッセージは、スレーブ回路５２がメッセージを受信したときの正確な
時刻（たとえば、第１のビット周期の開始部のエッジの受信時刻）に関する情報を伝達す
るものである。マスター回路５０は、この絶対時刻に、第１ビット周期の開始部分のエッ
ジの送信時刻から計算された伝送遅延（ステップ１１０から）を加算して算出する。従っ
て、絶対リファレンス時刻は、新たな導体を必要とせずに、データと共にデジタルインタ
ーフェース１６上を伝送される。
【００２７】
上述のように、データメッセージの開始部分の正確な時刻、メッセージが送信された時刻
か受信された時刻を決定することが重要である。本発明によれば、メッセージの開始はリ
ファレンス周波数のレベルの過渡変化によって開始するので、データメッセージの開始時
刻を正確に決定することができる。受信回路では（たとえば５２）、リファレンス周波数
のレベルの過渡変化はメッセージの開始時刻の決定精度を向上させるために記録しておく
ことができる。
【００２８】
特に、受信回路（たとえばＡＳＩＣ）５２は、いつ時刻スタンプを受け取るかを予測する
ことができる。すべてのメッセージはアイドルシンボルとそろっている。又、アイドルシ
ンボル相互間のレベルの過渡変化はメッセージ内部で（たとえば、抽出したクロック信号
）得ることができる。受信回路５２は、送信回路５０と受信回路自身（５２）との間の周
波数のずれを、レベルの過渡変化の間のサンプル数を分析することによって決定すること
ができる。たとえば、サンプル数が、１７，１６，１６，１６，１６，１６，１６，１７
，１６，１６，１６，１６，１６，１６，１７，１６、・・・であれば、受信回路はレベ
ルの過渡変化が１６＋１／７サンプル毎におきると決定することができる。時刻スタンプ
メッセージが１７シンボル周期のあとの４つの過渡変化で受信されたら、受信回路５２は
メッセージに対して、最後の１７シンボル周期＋４＊（１６＋１／７）サンプル周期（た
とえば、連続する「信号」が無い状況で得られ巣最高の精度である全サンプル周期ではな
く、１／７サンプル周期の精度で）に等しいタイムスタンプすることができる。
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本発明の実施例の別な側面によれば、以下の方法によってデジタルインターフェース１６
を介してリセット信号を伝送することができる。リセット信号は送信回路で（たとえばＡ
ＳＩＣ５０）所定の時間（たとえば１０ｍｓ）だけリファレンス周波数の送信を省略する
ことによって作成される。（あるいは、リセット信号を作成するためにもウォッチドッグ
回路を使用することもできる）。受信回路（たとえばＡＳＩＣ５２）の入力部のローパス
フィルタを、リセット信号を発生させるために使用することができる。インターフェース
１６に信号が存在すれば、ローパスフィルタの出力はＶｃｃ／２になる。インターフェー
ス１６に信号が無ければ、ローパスフィルタの出力は０になり、受信回路（たとえばＡＳ
ＩＣ５２）のリセットが行われる。
【００３０】
図７は、本発明のさらに別の実施例を実現するために使用することができる無線送受信機
に基づくＲＢＳを図示したものである。この例示した実施例の場合、図に示したＲＢＳ２
００は分配切り替えユニット２１２を有する。ユニット２１２は、搬送ネットワーク２１
８からリファレンス時刻を抽出する機能と、スイッチ２２４のスイッチング機能とを有す
る、制御と処理アプリケーションの実行のために、ＣＦ部にプロセッサ（ＣＰＵ）２２０
を有する。リファレンス発振器２２２は対応するＴＲＸ２１４ａ―ｎのＲＦコンポーネン
トに伝送されるリファレンス周波数を発生させる。リファレンス周波数は、使用するＲＦ
搬送波周波数を作成するために使用する。複数の信号伝送体（ワイヤおよび／または光フ
ァイバ）から構成されるデジタルインターフェース２１６は、分配切り替えユニット２１
２とそれに対応するＴＲＸ２１４ａ―ｎとの間で信号を伝送する。図１に示した、デジタ
ルインターフェース１６を介してリファレンス周波数、リファレンス時刻、およびリセッ
ト信号を伝送する上述の方法は、図７に示す無線送受信機に基づくＲＢＳに対して同様の
機能を発揮するために使用することもできる。
【００３１】
添付の図面と発明の詳細な説明では、本発明の方法と装置の好ましい実施例について説明
したが、本発明はこれらの実施例に限定されるものではなく、添付の特許請求の範囲によ
って規定された発明の技術的思想の範囲内において多くの変更、改変および置換が可能で
あることが理解される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の好ましい実施例を組み込んで使用することができるＲＢＳのＢＢ　Ｄ
ＳＰのプールタイプを示すブロック図である。
【図２】　本発明の好ましい実施例に基づいて、デジタルインターフェースを介してリフ
ァレンス周波数を搬送するために使用することができる信号フォーマットの例を示す図で
ある。
【図３】　本発明の好ましい実施例に基づいて、デジタルインターフェースの導体上を伝
送される２位相で符号化されたデータにリファレンス周波数を追加する様子を示す図であ
る。
【図４】　本発明の好ましい実施例に基づく、位相復元器の使用を示す図である。
【図５】　本発明の好ましい実施例に基づいて、デジタルインターフェース上の非同期デ
ータからリファレンス周波数を抽出するためにローパスフィルタを使用する様子を示す図
である。
【図６】　本発明を実施することができる時刻スタンプアルゴリズムを示すフロー図であ
る。
【図７】　本発明の別の実施例を実行することができる、無線装置に基づくＲＢＳを示す
ブロック図である。
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